
平成 28年度 事業報告書 

NPO 法人 gift 

１ 活動の概要 

 設立 3期目として、前年度までの基礎構築を経て各事業を本格的に実施した。団体理念の３つの考え方に沿う形で、

市民活動支援事業、生涯学習支援事業、田舎暮らし支援事業のそれぞれを受託事業として着手。またこれら事業を介

し、丹波市および兵庫県丹波県民局など行政担当者、NPO や企業など地域のキープレイヤーとの関係構築を図れたこと

は、今後の発展的な運営の助けとなることが期待できる。 

 

２ 事業の内容 

(1) 市民活動支援事業 

① 丹波市「あなたと創る地域の未来相談会」 

市民活動や地域活動に取り組みたいと考える人・団体を支援するため、活動の仕方や NPO 法人化等の相談

に乗る相談会を実施した。 

主催：NPO 法人 gift、協力：丹波市／認定 NPO 法人 CS 神戸 

形式：月 1 回／1 回２コマ（1 時間×２コマ）で、２団体限定。事前予約制 

場所：丹波市春日町 たんばチャレンジカフェ 

受付：丹波市広報及び住民センターにチラシ配置、市民活動課を窓口で受付 

 参加者数：6 組 

 内容：本年度は、相談の予約がなかった月も多く直接支援できた参加者数は伸び悩んだため、他事業など

での呼びかけを強化するなど対応検討の余地がある。また年度半ばより、同じく市内の市民活動の活性化を

目指して設立された NPO 法人 TUGS との共催も試みたが、支援内容のクオリティが担保されない恐れなど理由

から断念した。 

(2) 生涯学習支援事業 

① 丹波市「TAMBA 地域づくり大学」 

 丹波市から委託を受け、「TAMBA 地域づくり大学」の運営を行った。昨年度はパンフレットの作成及び「地

域づくり人材育成コース」の運営のみであったところ、gift単独で全内容を受託した。 

主催：丹波市 

形式：不定期で、講師によるセミナーやワークショップの実施。事前申込制 

場所：市内各所および鯖江市（視察ツアー訪問先） 

今年度予算：5,937,840円 

 参加者数：178 名 

内容：企画及び運営全般を担当し、全 34回の授業を提供。運営では、gift および委託事業者の協力により、

講師手配、広報と集客、各回の受付進行、ファシリテーション、アンケート集計などを行った。丹波市内か

らの参加に加え、篠山や朝来など近隣地域からの参加者が散見されたり、授業と関連の深いテーマの会に高

校生と教員がグループで参加したりしており、昨年度より幅広く学びの機会を提供することができた。 

(3) 田舎暮らし支援事業 

① 兵庫県丹波民局「移住・還流プロジェクト」 

 兵庫県丹波県民局が平成 28年度から継続する「移住・還流プロジェクト」公募に応募、受託した。本事業

は都市部でたんば地域ファンを獲得し、篠山市・丹波市の移住相談窓口につなぐもの。 

 主催：兵庫県丹波県民局、協力：丹波市／篠山市 

 形式：不定期で地方移住について考えるセミナーやカフェイベントの実施、集客も兼ねた広報活動 

場所：東京や大阪など主に市外都市部 



今年度予算：5,876,400円 

 参加者数：411名 

内容：企画及び運営全般を担当し、全？回のイベントを実施。運営では gift および委託事業者の協力によ

り、講師手配、各回の受付、進行、ファシリテーション、アンケート集計を行った。計画通り都市部で地方

での暮らしという価値観に触れる機会を提供したが、その効果を移住者数などに設定しなかったこともあり、

検証の余地がある。次年度の継続受託を目指し、準備作業中。 

 

３ 次年度に向けた課題 

（1）事務局の必要性 

 事業を実施するうえで事務局がないことから一部の理事メンバーへの負担が大きくなっている現状がある。本年度

から予算規模が 1,000 万円を超えていることを受け、特に会計処理にはこれまで以上に注意を払い団体の信用を保つ

ことが肝要である。これらは設立趣旨の根幹を担う重要な事業ではあるが、今後も継続していく場合には、事務局の

設置を含む体制整備を検討する必要がある。 










